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第 34 号　（2）平成 25 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
反
対

し
ま
す
。

　
質
問
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

予
算
を
組
む
前
に
、
や
は
り

目
標
設
定
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
ど

う
い
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い

く
か
、
そ
し
て
1
年
経
っ
て

そ
れ
が
結
果
と
し
て
ど
う
で

あ
っ
た
か
と
い
う
達
成
度
を

見
る
た
め
に
も
、
本
来
予
算

書
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
っ

た
ビ
ジ
ョ
ン
な
り
、
計
画
に

基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
る
べ
き

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
場
合
に
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
言
葉
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
そ
れ
を
行
政
に
お
い

て
も
プ
ラ
ン
・
ド
ウ
・
チ
ェ

ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う

形
で
、
弘
前
市
な
ど
は
う
ま

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
子

ど
も
の
出
生
数
の
低
下
に
少

し
歯
止
め
が
か
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
良
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
更
に
町
政
の

発
展
の
た
め
に
、
行
政
が
各

事
業
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
私
は
平
成
24
年
度
の

決
算
に
満
足
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
反
対
し
ま
す
。

　
必
ず
ど
こ
か
で
一
番
大
き

な
課
題
の
少
子
化
と
い
う
も

の
に
対
し
て
、
町
独
自
の
人

口
推
計
を
基
に
、
効
果
あ
る

政
策
を
選
ん
で
、
そ
こ
に
重

点
的
に
力
を
入
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

い
う
感
触
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
現
状
に
満
足
す
る
と
成
長

が
止
ま
る
と
い
う
意
味
で
、

私
自
身
反
省
し
な
が
ら
も
、

平
成
24
年
度
の
決
算
に
反
対

し
ま
す
。

（
外
反
対
議
員
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
寿
夫

　
賛
成
議
員

天
間
清
太
郎
　

田
島
　
政
義
　

二
ツ
森
圭
吉
　

三
上
　
正
二
　

盛
田
惠
津
子
　

附
田
　
俊
仁
　

中
村
　
正
彦

工
藤
　
耕
一

松
本
　
祐
一

田
嶋
　
弘
一
　

瀬
川
　
左
一

岡
村
　
茂
雄
　

哘　　清悦 議員

反 

対 

討 

論

賛
成
討
論
　
　
　

　
　
発
言
者
な
し

９
月
２
日
・
10
日
・
11
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長田

　
嶋
　
輝
　
雄

副
委
員
長

佐
々
木
　
寿
　
夫

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成 24 年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会

賛成多数で認定（賛成 12、反対２）

決算審査特別委員会の様子



（3）　第 34 号 平成 25 年 11 月 1日議 会 だ よ り

平成 24 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 88億5,645万1,630円

総 務 費 11億7,936万4,116円

民 生 費 15億7,629万1,627円

衛 生 費 10億1,307万3,547円

土 木 費 8億8,395万0,355円

教 育 費 7億7,558万6,362円

公 債 費 13億8,120万5,417円

諸 支 出 金 11億9,681万2,843円

議 会 費 1億1,242万7,125円

労 働 費 104万7,512円

農 林 水 産 業 費 2億9,265万9,654円

商 工 費 1億5,561万3,127円

消 防 費 2億4,297万5,595円

災 害 復 旧 費 4,544万4,350円

歳　入 89億3,030万1,971円

自 主 財 源 23億3,051万1,831円

町 税 17億4,273万3,561円

繰 入 金 1億8,171万3,780円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1億2,507万1,696円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,785万7,742円

財 産 収 入 2,524万1,669円

寄 附 金 35万0,000円

繰 越 金 8,157万9,890円

諸 収 入 8,596万3,493円

依 存 財 源 65億9,979万0,140円

地 方 交 付 税 48億0,975万8,000円

国 ・ 県 支 出 金 12億5,236万6,909円

町 債 1億6,130万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億6,768万5,231円

利 子 割 交 付 金 263万7,000円

配 当 割 交 付 金 129万8,000円

株式等譲渡所得割交付金 24万2,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 1億5,154万4,000円

自動車取得税交付金 4,574万2,000円

地 方 特 例 交 付 金 407万2,000円

交通安全対策特別交付金 314万5,000円

歳　　　入　　　　89億3,030万1,971円
歳　　　出　　　　88億5,645万1,630円
差　引　額　　　　　　7,385万0,341円
◎差引額のうち、4千万円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2

平成24年度 8,907,713,000 8,930,301,971 139,038,615 8,856,451,630 8,528,000 42,733,370

平成23年度 9,412,261,000 9,403,898,194 187,233,874 9,272,318,304 85,930,000 54,012,696

差　引　額 △504,548,000 △473,596,223 △48,195,259 △415,866,674 △77,402,000 △11,279,326

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※２　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算
の執行については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと
認めた。
　町税・国民健康保険税及び税外収入に係る不納欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。
　また、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及び税外収入（保育料、住宅使用
料、水道使用料等）に年々減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を
向上させて収入未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が望まれる。

総務費
13.32%

民生費
17.80%

衛生費
11.44%

土木費
9.98%

教育費
8.76%

公債費
15.60%

諸支出金
13.51%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
9.59%

歳出

繰入金
2.03%

町税
19.52%

その他
4.55%

地方交付税
53.86%

国・県支出金
14.02%

町債
1.81%

依存財源
73.90%

その他
4.21％

歳入

自主財源
26.10%

監査委員審査意見



第 34 号　（4）平成 25 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 2,345,566,000 2,347,239,020 170,784,545 2,311,081,343 0 34,484,657

平成23年度 2,517,071,000 2,531,341,281 200,258,977 2,432,203,081 0 84,867,919

差　引　額 △171,505,000 △184,102,261 △29,474,432 △121,121,738 0 △50,383,262

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 327,601,000 327,286,196 167,400 327,201,965 0 399,035

平成23年度 320,036,000 319,716,200 231,100 319,689,309 0 346,691

差　引　額 7,565,000 7,569,996 △63,700 7,512,656 0 52,344

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 2,154,540,000 2,158,423,412 5,806,317 2,112,871,347 0 41,668,653

平成23年度 2,037,244,000 2,039,030,862 6,399,942 2,011,211,822 0 26,032,178

差　引　額 117,296,000 119,392,550 △593,625 101,659,525 0 15,636,475

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 10,022,000 10,115,922 0 9,940,860 0 81,140

平成23年度 13,666,000 13,711,213 0 13,660,344 0 5,656

差　引　額 △3,644,000 △3,595,291 0 △3,719,484 0 75,484

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 14,937,000 14,969,961 0 14,771,724 0 165,276

平成23年度 2,285,000 2,292,666 0 2,078,983 0 206,017

差　引　額 12,652,000 12,677,295 0 12,692,741 0 △40,741

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 493,997,000 477,842,407 24,315,929 459,925,320 34,000,000 71,680

平成23年度 320,989,000 321,330,036 8,183,911 320,947,724 0 41,276

差　引　額 173,008,000 156,512,371 16,132,018 138,977,596 34,000,000 30,404

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2

平成24年度 59,657,000 59,685,267 2,944,842 59,650,412 0 6,588

平成23年度 59,800,000 59,818,507 3,040,492 59,786,970 0 13,030

差　引　額 △143,000 △133,240 △95,650 △136,558 0 △6,442

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

決算額(税込)  決算額(税抜) 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額

平成24年度 300,113,000 299,022,562 285,364,474 241,220,797 238,444,655 58,892,203

平成23年度 288,680,000 294,997,057 281,472,821 237,065,085 234,184,897 51,614,915

差　引　額 11,433,000 4,025,505 3,891,653 4,155,712 4,259,758 7,277,288

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)



（5）　第 34 号 平成 25 年 11 月 1日議 会 だ よ り

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
77
条
第
1
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
を
設
置
す
る
た
め
、
町
で

定
め
た
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

【
条
例
の
改
正
関
係
】

○
税
条
例
の
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
を
改
正

す
る
政
令
及
び
地
方
税
法
施

行
規
則
を
改
正
す
る
省
令
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
を
改
正

す
る
政
令
及
び
地
方
税
法
施

行
規
則
を
改
正
す
る
省
令
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算

　
（
左
表
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

　
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
町

長
に
つ
い
て
、
似
鳥
和
彦
氏

を
選
任
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

○
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

つ
い
て
（
左
表
）

☆
　
報
　
　
告

報

告

９ 

月 

定 

例 

会

　
平
成
25
年
第
3
回
定
例
会
は
9
月
2
日
に
開
会
し
、

田
島
政
義
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、
会
期

を
12
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
2
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
、
4
日
は
一
般
質
問
（
5
人
）
、
10

日
・
11
日
は
、
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
12
日

は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議

案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
4
月
に
役
場
職
員
に
採
用
。
34
年
間
勤
務

し
、
税
務
課
長
、
総
務
課
長
を
経
て
平
成
25
年
8
月
に

退
職
。

　
9
月
12
日
定
例
会
本
会
議
で
選
任
さ
れ
る
。

 

副
町
長
に 

似
鳥
和
彦
氏(

59) 

選
任

議

案

追
加
議
案

平成25年度9月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

一 般 会 計 1億7,707万7千円 → 96億6,032万0千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 1,768万8千円 → 22億8,993万9千円

後期高齢者医療 △28万4千円 → 3億4,409万0千円

介 護 保 険 1,138万6千円 → 22億0,320万1千円

七 戸 霊 園 事 業 19万8千円 → 331万3千円

公共下水道事業 △76万5千円 → 4億2,253万9千円

農業集落排水事業 21万1千円 → 6,044万6千円

水 道 事 業 会 計 ±117万4千円 → 2億9,072万2千円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税
　
１
億
２
６
１
９
万
円

・
県
支
出
金
　
　
　
　
２
３
３
５
万
円

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
１
５
３
２
万
円

　○
歳
出
の
主
な
も
の

・
児
童
措
置
費
（
保
育
士
等
処
遇
改
善

　
臨
時
特
例
事
業
費
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
７
８
万
円

・
農
林
水
産
業
費
等
（
東
八
甲
田
ロ
ー

　
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
体
験
ハ
ウ
ス
ロ
ッ
ク

　
ウ
ー
ル
栽
培
シ
ス
テ
ム
設
備
工
事
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
１
１
万
円

・
道
路
維
持
費
等
　
　
２
７
２
３
万
円

・
道
路
新
設
改
良
費
等
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
９
７
２
万
円

・
文
化
施
設
管
理
費
等
（
美
術
館
増
築

　
工
事
費 

他
）
　
　  

１
７
２
９
万
円

健全化判断比率・資金不足比率
平成24年度七戸町における比率 国の示す早期健全化基準

① 実 質 赤 字 比 率 　―　(%) 14.09　(%)

②連結実質赤字比率 ―　(%) 19.09　(%)

③実質公債費比率 11.4　(%) 25.0  　(%)

④ 将 来 負 担 比 率 74.0　(%) 350.0  　(%)

⑤ 資 金 不 足 比 率 　―　(%) 20.0  　(%)

　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を超えた場合
は、破たん寸前の「早期健全化団体」に指定され、財政再建計
画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水道）の営業
収益に対する手持ち資金の不足額の割合で、低いほど健全とさ
れる。
 七戸町は、すべての項目が数値を下回っているので、弾力あ
る財政運営が可能になっている。
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○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
地
方
の
財
源
確
保
」
の

た
め
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
☆
　
採
　
択

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
」
の
た

め
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

☆
原
案
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
平
成
25
年
度
七
戸
町
防

災
行
政
無
線
施
設
整
備
工

事
）

　
　
防
災
行
政
無
線
施
設
整

備
工
事
の
契
約
の
た
め
議

決
を
得
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

　
先
般
、
左
記
の
と
お
り
道
路
の
早
期

完
成
や
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
の
確

保
に
関
し
て
、
各
関
係
機
関
に
出
向
き
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日
　
程

　
平
成
25
年
9
月
18
日

　
国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道
事
務
所

（
青
森
市
）

　
平
成
25
年
10
月
7
日
〜
8
日

　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

（
仙
台
市
）

　
国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
会
館

（
東
京
都
）

案
　
件

　
①
上
北
自
動
車
道（
一
般
国
道
45
号
）

　
　
の
早
期
完
成

　
②
道
路
整
備
財
源
の
確
保

　説
明
内
容

　
「
上
北
自
動
車
道
」
の
一
部
と
し
て
、

平
成
25
年
3
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た

「
上
北
道
路
」
に
引
き
続
き
、
「
上
北

天
間
林
道
路
」
、
「
天
間
林
道
路
」
の

整
備
促
進
と
中
間
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
な
ど
、
「
上
北
自
動
車
道
」
全

線
の
早
期
完
成
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
機
関
に
所
信
を
質
し
、
執

行
機
関
の
政
治
姿
勢
や
政
治

責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
す
。
結
果
と
し
て
、
政
策

の
変
更
、
是
正
あ
る
い
は
新

規
政
策
を
採
用
さ
せ
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
方
式
と
し
て

変
更
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
時
間
の
制
限

　
制
限
の
な
か
っ
た
議
員
一

人
の
一
般
質
問
の
時
間
を

50
分
と
し
ま
し
た
。

②
質
疑
の
回
数

　
一
問
一
答
方
式
は
回
数
の

制
限
が
な
く
、
納
得
で
き
る

ま
で
再
質
問
で
き
ま
す
。

　
一
括
方
式
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
3
回
で
す
。

③
質
問
者
席
の
設
置

　
理
事
者
側
と
対
面
に
な
る

よ
う
議
員
の
質
問
席
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
一
問
一
答
方
式
の
場
合
は
、

登
壇
し
質
問
事
項
を
説
明
後
、

一
括
方
式
の
場
合
も
2
回
目

か
ら
質
問
者
席
で
質
疑
を
行

い
ま
す
。

陳　

情

発　

議

議

案

平
成
25
年
８
月
22
日

第
４
回　
　

  

臨 

時 

会

　
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
9

月
定
例
会
か
ら
、
一
般
質
問
の
方
式
に
「
一
問

一
答
方
式
」
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
一
括

方
式
」
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
）
と
の
選

択
制
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
質
問
5
人
の
う
ち
4
人
が
一

問
一
答
方
式
、
1
人
が
一
括
方
式
で
一
般
質
問

し
ま
し
た
。

道
路
整
備
に
関
す
る
要
望
活
動

国土交通省にて、足立敏之技監へ要望 議員会館にて、山崎力参議院議員へ要望

☆
一
問
一
答
方
式
導
入
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町長

議　

員

　
町
長
は
、
4
月
の
選
挙
公

約
で
「
よ
り
よ
い
教
育
環
境

を
め
ざ
し
た
学
校
統
合
や
学

力
向
上
」
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
学
級
規
模
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
理
想
的
な
教
育
環
境
に
最

適
と
言
わ
れ
る
学
級
規
模
に

し
た
い
。

議　

員

　
町
内
小
中
学
校
で
の
「
い

じ
め
」
や
「
体
罰
」
の
調
査

結
果
と
不
登
校
の
子
ど
も
の

実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
、
指

導
で
特
に
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
の
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
1
学
期
末
の
生
徒
指
導
状

況
で
は
、
い
じ
め
の
報
告
は

2
件
。
校
長
、
関
係
児
童
生

徒
、
保
護
者
と
話
し
合
い
、

指
導
が
な
さ
れ
、
解
決
。

　
体
罰
は
、
今
年
1
月
に
全

国
一
斉
調
査
が
実
施
さ
れ
、

町
内
小
中
学
校
か
ら
の
申
告

の
う
ち
、
事
実
確
認
の
結
果
、

3
件
が
体
罰
に
あ
た
る
と
し

て
、
県
か
ら
指
導
を
受
け
て

い
る
。

　
不
登
校
の
報
告
は
10
件
。

　
発
達
障
害
は
ゼ
ロ
件
だ
が
、

専
門
医
へ
の
受
診
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
児
童
生
徒
が
い
る
。

当
町
で
は
、
各
校
に
特
別
教

育
支
援
員
を
、
中
学
校
に
は

更
に
相
談
員
を
配
置
し
て
対

応
。

議　

員

　
七
戸
町
の
現
在
の
学
級
規

模
で
35
人
以
上
の
学
級
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

教
育
長

　
小
学
校
は
7
学
級
、
中
学

校
は
2
学
級
。

議　

員

少
人
数
学
級
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

　
少
人
数
学
級
を
拡
大
な
ど
、

教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
は
重
要
。

議　

員

　
国
や
県
で
定
め
る
学
級
編

制
基
準
は
。

教
育
長

　
国
で
は
小
中
学
校
と
も
に

1
学
級
40
人
、
た
だ
し
1
年

生
は
35
人
が
基
準
。

　
県
で
は
、
あ
お
も
り
っ
子

育
み
プ
ラ
ン
21
事
業
を
実
施
。

小
学
校
1
〜
3
年
生
及
び
中

学
1
年
生
で
、
1
学
級
33
人

編
制
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

議　

員

　
町
独
自
の
学
級
編
制
基
準

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

　
法
律
上
、
定
め
る
こ
と
は

可
能
。

議　

員

　
町
独
自
で
学
級
編
制
基
準

を
定
め
、
そ
の
た
め
の
教
員

を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　
人
事
案
件
に
係
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
町
当
局
と
の
慎
重

な
協
議
が
必
要
。
先
進
地
の

実
態
を
視
察
し
て
み
た
い
。

議　

員

　
町
長
は
教
育
長
の
考
え
を

ど
う
思
う
か
。

町
　
長

　
教
育
委
員
会
部
局
と
十
分

協
議
を
し
な
が
ら
、
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

議　

員

　
町
長
は
平
成
17
年
か
ら
5

カ
年
計
画
の
当
該
事
業
は
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い

る
が
、
い
ま
、
取
り
組
む
意

義
は
何
か
。

町
　
長

　
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
、
町
の
歴

史
文
化
遺
産
と
し
て
長
期
総

合
計
画
で
保
存
活
用
が
う
た

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
観

光
客
の
誘
客
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
。

議　

員

　
七
戸
城
の
復
元
は
旧
七
戸

町
か
ら
取
り
組
ん
で
き
て
お

り
、
止
め
ら
れ
な
い
事
業
で

は
な
い
か
。

町
　
長

　
財
政
的
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。

議　

員

　
計
画
で
は
中
世
の
城
の
復

元
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
こ
だ
わ
る
の
か
。

教
育
長

　
中
世
の
城
跡
と
し
て
国
の

指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
。

議　

員

　
七
戸
城
は
出
城
を
含
め
る

と
広
範
囲
の
城
郭
群
に
囲
ま

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
含

め
た
復
元
や
遺
跡
の
発
掘
計

画
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
計
画
は
な
い
。

議　

員

　
北
舘
復
元
計
画
の
今
後
の

取
り
組
み
や
財
政
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

教
育
長

　
財
源
の
捻
出
や
事
業
実
施

に
向
け
て
の
体
制
な
ど
町
長

部
局
と
十
分
協
議
が
必
要
。

議　

員

　
財
政
的
な
見
通
し
を
立
て

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
七
戸
城

跡
総
合
整
備
活
用
推
進
事
業

の
基
金
積
み
立
て
を
行
い
、

準
備
を
始
め
た
ら
ど
う
か
。

　
優
先
度
は
ど
う
か
。
次
期

過
疎
自
立
計
画
に
入
る
の
か
。

町
　
長

　
基
金
を
積
み
立
て
な
く
て

も
城
跡
整
備
は
出
来
る
。

　
過
疎
自
立
計
画
に
入
る
。

佐々木寿夫 議員

可能性を探りたい

少人数学級の実現を
一 般 質 問

七
戸
城
跡
総
合
整
備

　
　
活
用
推
進
事
業
は

一問一答方式
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しっかりした対応をする

高齢者福祉の見直しは

議　

員

　
国
の
社
会
保
障
制
度
改
革

で
負
担
が
大
き
く
な
る
と
さ

れ
て
い
る
が
対
策
を
問
う
。

介
護
予
防
事
業
の
内
容
と
利

用
者
数
は
。

町
　
長

　
平
成
24
年
度
に
65
歳
以
上

の
8
1
0
人
に
、
日
常
生
活

で
必
要
な
機
能
が
ど
う
い
う

状
態
に
あ
る
か
を
把
握
す
る

調
査
を
行
い
、
要
介
護
状
態

に
な
る
お
そ
れ
の
高
い
人

（
2
次
予
防
事
業
対
象
者
）

は
1
1
6
人
あ
っ
た
。

　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
「
げ
ん
き
貯
筋
教

室
」
に
13
人
参
加
、
運
動
や

栄
養
改
善
と
し
て
「
は
つ
ら

つ
教
室
」
に
は
9
人
が
参
加

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
発
的
に
活
動

に
参
加
で
き
る
人
を
対
象

と
す
る
1
次
予
防
事
業
で

は
、
閉
じ
こ
も
り
や
介
護
予

防
と
し
て
「
生
き
が
い
活

動
・
認
知
症
予
防
教
室
」

に
延
べ
1
4
9
0
人
参
加
、

「
も
え
っ
こ
の
会
」
に
延
べ

1
2
0
6
人
参
加
、
転
倒
骨

折
予
防
と
し
て
「
げ
ん
き

会
」
に
は
延
べ
2
3
8
人
が

参
加
し
て
い
る
。

議　

員

　
介
護
予
防
事
業
を
利
用
し

な
い
、
で
き
な
い
高
齢
者
は

何
人
か
。

町
　
長

　
自
分
で
頑
張
っ
て
い
る
人
、

仕
事
と
稼
業
が
忙
し
く
て
参

加
出
来
な
い
人
や
既
に
病
院

に
通
っ
て
治
療
し
て
い
る
人

な
ど
、
94
人
。

議　

員

　
交
通
手
段
が
な
く
事
業
に

参
加
で
き
な
い
と
い
う
声
も

あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

町
　
長

　
送
迎
し
て
い
る
が
、
周
知

の
方
法
を
調
査
し
、
必
要
に

応
じ
改
善
す
る
。

議　

員

　
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
に
ど
う
対
応
、
指
導
し
て

い
る
の
か
。

町
　
長

　
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
職
員

の
訪
問
や
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
し
て
い

る
。

議　

員

　
要
支
援
一
・
二
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
で
町
村
に

移
行
す
る
案
に
つ
い
て
、
介

護
保
険
の
支
出
抑
制
に
か
か

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
離
し
、

町
負
担
と
す
る
案
が
出
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　
介
護
認
定
者
は
何
%
か
。

ま
た
、
要
支
援
一
・
二
は
何

人
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
要
介
護
認
定
者
は
65
歳
以

上
の
約
20.

1
%
で
１
１
２
２

人
。
要
支
援
一
・
二
は
約

16.

7
%
で
１
８
９
人
。

議　

員

　
町
が
国
・
県
分
を
負
担
す

る
の
か
。

町
　
長

　
国
で
財
源
措
置
な
ど
を
検

討
中
の
た
め
明
言
で
き
な
い
。

議　

員

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
切

り
捨
て
を
す
る
の
か
、
ま
た

は
、
案
は
あ
る
の
か
。

町
　
長

　
切
り
捨
て
は
し
な
い
。
高

齢
者
対
策
な
の
で
、
対
応
は

し
っ
か
り
や
る
。

議　

員

　
駅
周
辺
が
賑
わ
い
、
町
の

中
心
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

旧
市
街
地
は
イ
ベ
ン
ト
が
な

い
と
寂
し
い
限
り
で
、
活
性

化
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
イ
ベ
ン
ト
で

町
が
潤
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
効

果
は
、
そ
の
形
態
や
規
模
等

に
よ
っ
て
様
々
だ
が
、
年
々

上
昇
し
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。

議　

員

　
商
店
街
に
お
い
て
、
廃
屋

に
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
な
ど
景

観
を
損
ね
て
い
る
現
状
が
見

受
け
ら
れ
、
本
気
で
活
性
化

を
考
え
る
姿
勢
が
み
え
な
い
。

商
店
街
の
景
観
、
環
境
を
考

え
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
商
店
街
の
景
観
は
非
常
に

大
き
な
問
題
。
民
有
地
は
個

人
の
責
任
が
原
則
で
は
あ
る

が
、
行
政
が
で
き
る
工
夫
を

し
て
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。

議　

員

　
合
併
し
て
10
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
商
工
会

が
一
本
化
で
き
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
合
併
に
向
け
て
協
議

や
話
し
合
い
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
両
地
区
の
共
存
共
栄
を
図

る
た
め
に
積
極
的
に
合
併
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

考
え
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
両
商
工
会
の
青
年
部
等
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、

合
併
に
向
け
て
の
必
要
性
、

機
運
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
合
併
に
向
け
た
話
し

合
い
の
中
に
入
っ
て
、
努
力

を
し
た
い
。

盛田惠津子 議員

商
工
観
光
振
興
は

一問一答方式

町長
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町長 総合的に検討している

クリーンエネルギー
普及対策は

瀬川　左一 議員

議　

員

　
地
球
全
体
が
温
暖
化
に
よ

っ
て
、
い
ま
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
異
常
天
候
が
こ
こ
数

年
間
続
い
て
い
る
。

　
①
C
O
2
削
減
と
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
、
七

戸
町
で
は
数
年
前
か
ら
環
境

保
護
に
力
を
入
れ
た
事
業
に

取
り
組
み
、
中
で
も
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
の
普
及
、
電
気
自

動
車
の
運
用
は
県
内
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
現
在
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
補
助
金
制
度
を
設

け
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
補
助
金
は
、
ど
の
程
度
、

ど
ん
な
内
容
で
利
用
さ
れ
て

い
る
か
。

　
②
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
つ
と
し
て
、
M
O
X
バ

イ
オ
燃
料
が
あ
る
。

　
一
般
家
庭
で
使
い
や
す
い

の
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
で
、

今
ま
で
の
F
F
灯
油
ス
ト
ー

ブ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、

同
じ
よ
う
な
使
い
方
が
可
能

で
あ
る
。
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
は

灯
油
に
比
べ
て
安
く
な
っ
て

い
る
が
、
ス
ト
ー
ブ
本
体
の

価
格
が
高
い
た
め
普
及
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
七
戸
町
で
は
ス
ト
ー
ブ
設

置
の
際
に
上
限
5
万
円
の
補

助
金
を
交
付
し
普
及
を
図
っ

て
い
る
が
、
補
助
金
の
上
限

を
引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

　
③
県
内
で
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
五
所
川
原
市
で
は
、
ペ
レ

ッ
ト
燃
料
を
安
く
す
る
工
夫

を
し
て
い
る
。
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
る
方
か

ら
C
O
2
が
削
減
さ
れ
た
分

を
買
い
取
り
、
そ
の
買
い
取

っ
た
価
格
で
ペ
レ
ッ
ト
燃
料

を
割
り
引
い
て
販
売
し
て
い

る
。

　
馴
染
み
は
な
い
が
J

−

ク

レ
ジ
ッ
ト
と
い
う
取
引
の

仕
組
み
が
あ
る
。
青
森
県

は
、
あ
ま
り
工
場
が
な
く
、

C
O
2
の
排
出
量
が
少
な
い

が
、
年
間
C
O
2
排
出
量
の

上
限
が
あ
る
大
都
市
の
工
場

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ

て
排
出
し
て
い
る
町
か
ら

C
O
2
削
減
分
を
買
い
取
る

制
度
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
七
戸

町
で
は
、
C
O
2
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
な
ど
を
行
う
考
え

は
な
い
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
今
後
取
り
組
む

の
か
。

　
最
後
に
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
を
公
共
施
設
へ
使
用
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
①
当
該
補
助
金
は
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
、
町
民
の
環

境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
、

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
及
び
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
平

成
24
年
度
か
ら
交
付
し
て
い

る
。
平
成
24
年
度
実
績
は
、

計
43
名
に
53
万
3
千
円
を
補

助
し
て
お
り
、
機
器
別
で
は

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
39
件
、

C
O
2
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
8
件
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
熱
利
用
ス
ト
ー
ブ
（
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
）
1
件
、

電
気
自
動
車
関
連
3
件
の
計

51
件
。

　
平
成
25
年
度
の
状
況
は
、

8
月
末
現
在
32
名
に
3
8
9

万
5
千
円
を
補
助
し
て
お
り
、

機
器
別
で
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
30
件
、
C
O
2
冷
媒

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
8
件
、

家
庭
用
蓄
電
池
1
件
の
計
39

件
。

　
②
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に

つ
い
て
は
、
普
及
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
や
デ
メ
リ
ッ
ト

の
部
分
が
ま
だ
あ
る
の
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　
③
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
み
、
そ
の
削

減
分
を
売
却
す
る
仕
組
み
と

い
う
こ
と
で
、
平
成
20
年
10

月
に
創
設
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
部
分
で
広
く
対
象
と
し
て

い
た
が
、
全
国
的
に
も
あ
ま

り
普
及
し
て
い
な
い
。

　
今
後
、
町
の
一
連
の
環
境

事
業
が
、
こ
の
J

−

ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
、
ま
た
、
そ
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
売
却
し
た
場
合
の
収

支
を
精
査
し
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
公
共
施
設
へ
の

使
用
に
つ
い
て
、
心
配
さ
れ

る
の
が
ペ
レ
ッ
ト
の
供
給
体

制
と
い
う
こ
と
で
、
総
合
的

に
今
検
討
し
て
い
る
。

一括方式
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町長 財政面を含め慎重に協議中

天間林地区中学校の統合は

議　

員

　
天
間
林
運
動
公
園
周
辺
に

校
舎
を
新
築
す
る
と
い
う
案

が
、
両
学
区
の
住
民
が
合
意

で
き
る
最
良
の
案
だ
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

　
同
案
は
用
地
買
収
の
必
要

も
な
く
、
体
育
館
、
総
合
グ

ラ
ン
ド
、
野
球
場
、
温
水
プ

ー
ル
も
体
育
施
設
と
し
て
有

効
活
用
で
き
る
。
町
長
は
、

住
民
が
望
む
よ
う
な
案
を
提

示
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
7
月
に
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
住
民
懇
談
会
を
開
催

し
、
意
見
の
聴
取
を
行
っ
て

い
る
が
、
統
合
の
時
期
に
つ

い
て
案
を
示
し
、
平
成
29
年

4
月
最
短
で
統
合
開
校
に
つ

い
て
は
概
ね
理
解
を
得
た
と

考
え
て
い
る
。
建
設
場
所
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
意
見
が

出
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て

お
り
、
財
政
面
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
、
再
度
慎
重
に
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

議　

員

　
旧
校
舎
跡
地
を
分
譲
売
却

と
い
う
記
事
を
見
た
こ
と
が

あ
る
が
、
統
合
後
の
旧
校
舎

跡
地
の
利
用
方
法
は
。

町
　
長

　
具
体
的
な
方
向
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
が
、
何
ら
か

の
有
効
な
活
用
を
考
え
た
い
。

議　

員

　
新
校
舎
建
設
費
用
の
積
算

方
法
は
。

　
建
材
、
塗
料
、
接
着
剤
が

原
因
の
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の

対
策
、
そ
れ
ら
の
化
学
物
質

や
教
室
内
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
を
下
げ
る
た
め
の
換
気
設

備
、
災
害
時
の
応
急
避
難
場

所
と
し
て
の
防
災
機
能
の
強

化
な
ど
、
十
分
考
慮
し
計
画

し
て
い
る
か
。

　
今
後
他
の
地
域
で
も
学
校

の
統
廃
合
が
進
む
可
能
性
が

あ
る
。
視
察
に
訪
れ
る
人
が

増
え
る
よ
う
な
新
校
舎
に
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
仮
に
建
築
と
な
れ
ば
、
そ

の
時
点
で
考
え
ら
れ
る
最
高

の
グ
レ
ー
ド
の
学
校
を
つ
く

り
た
い
。

議　

員

　
情
報
の
共
有
を
図
る
た
め

に
、
住
民
懇
談
会
で
の
説
明

や
住
民
の
意
見
を
広
報
に
掲

載
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
広
報
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ

な
形
で
情
報
の
共
有
を
図
り

た
い
。

議　

員

　
農
の
雇
用
事
業
と
青
年
就

農
給
付
金
事
業
に
よ
っ
て
新

規
就
農
者
が
増
加
し
て
い
る

が
、
当
町
に
お
け
る
両
事
業

の
活
用
実
績
は
。

町
　
長

　
農
の
雇
用
事
業
に
よ
る
研

修
生
の
受
け
入
れ
は
町
内
で

2
法
人
9
名
、
青
年
就
農
給

付
金
は
平
成
24
年
度
に
3
名

の
実
績
が
あ
る
。

議　

員

　
現
在
、
10
年
後
、
20
年
後

の
就
農
者
数
の
推
計
値
は
。

農
林
課
長

　
2
0
1
0
年
農
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
と
1
9
8
9
人
、

10
年
後
の
2
0
2
5
年
に
は

就
農
人
口
が
約
1
0
0
0
人
。

20
年
後
の
2
0
3
5
年
に
は

約
7
0
0
人
に
推
移
す
る
の

で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

議　

員

　
当
町
で
確
実
に
定
住
・
就

農
で
き
る
営
農
形
態
と
作
物

は
何
が
一
番
良
い
か
。

農
林
課
長

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
を
使

っ
た
施
設
農
業
を
や
り
、
あ

る
程
度
経
営
が
安
定
し
た
ら

規
模
拡
大
を
し
て
、
米
や
野

菜
と
か
複
合
経
営
に
移
行
す

る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

議　

員

　
農
業
で
の
U
・
I
タ
ー
ン

者
を
増
や
す
た
め
に
考
え
て

い
る
方
策
は
。

町
　
長

　
農
業
研
修
先
へ
の
紹
介
、

新
た
な
就
農
者
へ
の
資
金

的
・
技
術
的
な
支
援
策
を
打

ち
出
し
て
い
き
た
い
。

議　

員

　
研
修
時
の
宿
泊
施
設
は
。

町
　
長

　
町
の
宿
泊
研
修
施
設
の
活

用
や
特
に
住
宅
に
つ
い
て
は

民
間
の
活
用
も
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。

議　

員

　
新
規
就
農
者
の
農
地
の
確

保
と
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
導
入
時

に
補
助
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
新
規
就
農
者
に
向
け
て
、

相
応
の
農
地
取
得
の
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
。
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
取
得
で
は
、
県
と
町

の
支
援
で
約
半
分
程
度
の
助

成
が
あ
り
、
継
続
し
て
い
く
。

議　

員

　
有
限
会
社
み
ら
い
天
間
林

の
筆
頭
株
主
と
し
て
、
担
い

手
対
策
及
び
両
事
業
の
活
用

に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
具
体

的
な
提
案
を
し
た
か
。

町
　
長

　
土
地
利
用
型
の
形
態
の
会

社
で
あ
る
た
め
、
担
い
手
へ

の
対
策
は
と
り
に
く
い
部
分

が
あ
る
も
の
の
、
今
後
株
主

と
し
て
、
指
導
し
て
い
く
。

議　

員

　
新
規
就
農
希
望
者
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う

に
提
案
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
当
該
会
社
へ
、
そ
の
提
案
、

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

哘　　清悦 議員

農
業
の
担
い
手
対
策
は

一問一答方式



（11）　第 34 号 平成 25 年 11 月 1日議 会 だ よ り

町長

議　

員

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化

事
業
は
、
災
害
等
の
緊
急
時

に
備
え
て
重
要
な
管
路
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
計
画
は
石
綿
管

の
大
部
分
を
更
新
す
る
も
の

で
、
事
業
費
は
水
道
料
金
の

値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
が
、

値
上
げ
の
こ
と
を
町
民
は
知

ら
な
い
。

　
こ
れ
は
計
画
の
段
階
で
周

知
す
る
べ
き
だ
が
、
事
業
が

終
わ
っ
て
か
ら
説
明
す
る
の

か
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
は
災
害

対
策
だ
か
ら
、
水
道
利
用
者

だ
け
に
負
担
を
強
い
る
の
は

お
か
し
い
の
で
、
一
般
会
計

の
負
担
な
ど
、
計
画
の
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

町
　
長

　
こ
の
事
業
は
、
七
戸
町
地

域
防
災
計
画
の
屋
内
避
難
所

を
重
要
拠
点
と
位
置
づ
け
て
、

そ
の
施
設
ま
で
の
配
水
管
路

の
石
綿
管
を
更
新
す
る
た
め

実
施
し
て
い
る
。

　
当
初
の
事
業
計
画
で
は
毎

年
2
億
5
千
万
円
程
度
の
事

業
費
で
10
年
間
の
予
定
だ
っ

た
が
、
今
年
度
見
直
し
、
約

半
分
の
事
業
費
で
重
要
拠
点

の
う
ち
管
路
の
大
動
脈
に
近

く
、
収
容
人
数
が
多
い
施
設

を
最
優
先
に
実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
近

隣
の
水
道
事
業
体
と
比
べ
て

か
な
り
安
く
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
を
実
施
し
な
く
て

も
、
平
成
32
年
度
頃
に
費
用

と
収
入
が
逆
転
す
る
見
込
み

で
、
料
金
の
改
定
は
い
ず
れ

必
要
に
な
る
。

　
料
金
を
改
定
す
る
場
合
は
、

利
用
者
の
生
活
状
況
を
考
え
、

か
な
り
前
か
ら
周
知
し
、
町

民
の
理
解
を
得
な
が
ら
実
施

す
る
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
の

財
務
状
況
を
考
え
た
と
き
、

一
定
の
水
準
を
上
回
る
場
合

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
負
担

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

議　

員

　
水
道
料
金
へ
の
影
響
と
し

て
、
試
算
で
は
7
年
後
に

10
%
程
の
値
上
げ
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
20
%
を
超
え
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
合
併
時
か
ら
の
人
口
減

少
に
よ
り
給
水
収
益
が
減
り
、

今
後
も
更
に
減
収
が
続
い
て

い
く
こ
と
と
、
消
費
税
や
こ

の
度
の
事
業
に
よ
る
値
上
げ

の
影
響
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
試
算
し
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　
給
水
収
益
は
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
し
、
下
水
道
整

備
に
よ
る
利
用
分
の
水
道
料

金
も
上
が
る
た
め
平
成
42
年

に
も
現
在
と
変
わ
ら
な
い

2
億
8
千
万
円
程
度
の
料
金

収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
料
金
を
改
定
す
る
と
き
は
、

水
道
会
計
の
営
業
状
況
や
消

費
税
な
ど
を
見
定
め
な
が
ら
、

審
議
会
に
諮
問
し
検
討
し
、

決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

議　

員

　
下
水
道
事
業
は
借
金
返
済

な
ど
の
赤
字
分
約
3
億
円
を

一
般
会
計
で
負
担
し
て
い
る

が
、
料
金
収
入
は
6
千
万
円

以
下
で
、
拡
張
事
業
を
行
う

ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
町
の
財
政
事

情
で
負
担
金
が
無
く
な
れ
ば
、

そ
の
分
が
料
金
値
上
げ
に
な

る
。

　
人
口
減
少
や
町
財
政
の
将

来
を
考
え
た
場
合
、
町
民
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
拡
張
工
事
を
休
止
し
て

で
も
合
併
浄
化
槽
と
併
せ
た

計
画
を
進
め
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
　
長

　
平
成
24
年
度
に
全
体
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

か
な
り
の
距
離
が
あ
る
一
集

落
な
ど
は
除
外
し
、
見
直
し

を
し
た
周
辺
の
住
宅
が
ま
ば

ら
な
地
域
に
つ
い
て
は
合
併

浄
化
槽
で
の
対
応
に
変
更
す

る
な
ど
、
料
金
の
大
幅
な
値

上
げ
を
避
け
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
進
め
て
い
る
。

議　

員

　
下
水
道
料
金
は
、
一
般
会

計
の
負
担
が
無
い
と
管
理
費

だ
け
で
2
倍
の
値
上
げ
と
聞

い
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
が
下
水
道
事
業

を
企
業
会
計
に
す
る
方
針
を

出
し
た
が
、
そ
う
な
れ
ば
事

業
費
も
料
金
負
担
と
な
り
、

単
純
計
算
で
現
在
の
4
〜
5

倍
と
大
変
な
値
上
げ
が
予
測

さ
れ
る
。

　
今
後
拡
張
事
業
を
続
け
た

場
合
、
一
般
会
計
の
負
担
継

続
は
可
能
か
、
ま
た
は
、
使

用
料
金
の
値
上
げ
を
考
え
て

い
る
の
か
。

町
　
長

　
国
の
方
針
に
は
断
固
反
対

し
た
い
。
ま
た
、
事
業
の
見

直
し
を
十
分
に
し
な
が
ら
、

住
民
生
活
に
不
安
が
起
き
な

い
よ
う
、
消
費
税
が
上
が
る

こ
と
も
含
め
て
料
金
の
設
定

を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

料
金
が
値
上
が
り
し
て
住
み

に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に
必

要
な
見
直
し
や
一
般
会
計
か

ら
の
負
担
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

岡村　茂雄 議員

大幅な値上げを避けるよう事業展開する

上下水道事業計画の見直しは

一問一答方式



第 34 号　（12）平成 25 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
25
年
8
月
20
日

　
案
　
件
　
①
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
24
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

協
議
し
た
。

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
25
年
8
月
21
日

　
案
　
件
　
①
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
24
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

　
　
　
　
　
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。
　

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
25
年
8
月
21
日

　
案
　
件
　
①
9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
24
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付

金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

説
明
を
受
け
協
議
し
た
。
　

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
25
年
8
月
23
日

　
案
　
件
　
①
9
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　
②
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

明
を
受
け
た
後
、
会
期
日
程
、
一
般
質
問
、
陳

情
の
取
り
扱
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運

営
方
法
等
を
審
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
25
年
9
月
10
日

　
案
　
件
　

9
月
定
例
会
の
追
加
案
件

　
内
　
容
　
総
務
課
長
よ
り
、
追
加
案
件
（
副
町
長
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
）
の
説
明
を
受
け

審
議
し
た
。

◎
議
会
全
員
協
議
会

　
開
催
日
　
平
成
25
年
8
月
22
日

　
案
　
件
　
南
部
縦
貫
株
式
会
社
に
関
す
る
こ
と

　
内
　
容
　
業
務
請
負
契
約
に
伴
う
十
和
田
税
務
署
へ
の
消

費
税
の
納
付
に
関
連
し
て
、
南
部
縦
貫
株
式
会

社
が
七
戸
町
、
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
、
上

北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担

の
要
望
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
譲
渡
が
行

わ
れ
、
負
担
の
要
望
額
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
の

説
明
を
受
け
た
。

◎
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
（
要
望
活
動
）

　
開
催
日
　
平
成
25
年
9
月
18
日
・
10
月
7
日
〜
8
日

　
案
　
件
　
①
上
北
自
動
車
道（
一
般
国
道
45
号
）の
早
期
完
成

　
　
　
　
　
②
道
路
整
備
財
源
の
確
保

　
内
　
容
　
国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道
事
務
所（
青
森
市
）

・
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
（
仙
台

市
）
・
国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
会
館
（
東
京

都
）
に
出
向
き
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

※
6
ペ
ー
ジ
参
照

“
“
町
民
目
線
で
町
民
参
加

で
”
を
テ
ー
マ
に
、
議
会
広

報
を
作
る
努
力
を
し
て
い
る

が
、
中
々
思
う
よ
う
に
は
進

ま
な
い
。
字
が
多
す
ぎ
て
見

る
人
が
飽
き
る
。
○
○
に
関

す
る
条
例
の
改
正
と
書
く
よ

り
も
内
容
を
分
か
り
や
す
く

書
い
た
ら
な
ど
、
な
い
頭
を

絞
っ
て
工
夫
し
て
い
る
。

　
議
会
も
前
記
の
テ
ー
マ
で

改
革
を
進
め
て
い
る
。
一
般

質
問
も
一
問
一
答
方
式
に
し
、

町
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る

よ
う
に
改
善
し
て
い
る
。

　
わ
が
町
は
、
他
市
町
村
に

比
べ
傍
聴
人
が
多
い
。
町
民

の
町
政
や
議
会
へ
の
関
心
が

高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
町
民
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
議
会
も
さ

ら
に
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
　
　
　
（
佐
々
木
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
哘
　
　
　
清
　
悦

副
委
員
長

盛
　
田
　
惠
津
子

委
　
　
員

瀬
　
川
　
左
　
一

　
　
　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

　
　
　
　
附
　
田
　
俊
　
仁

　
　
　
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県
町

村
議
会
議
長
会
開
催
の
広
報
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
深
沢
徹
氏
か
ら
「
議
会
広
報

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
？
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
５

町
村
（
当
町
含
）
広
報
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
９
月
25
日
）

編
集
後
記


